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と季節発情猿 (ニホンサル 3頭)の尿 (苔尿)を毎週
1回ずつ1年間採取し,PSAとテストステロンの を測
定した.
【研究成果】通年発情サルのPSAは,1年を池し
てその活性が認められた.季節発情サルのPSAはおお
むね10月から1月までの間高く推移し.その後6月頃
まで弱まり,8月以降再び活性は強まる傾向が認められ
た.季節発情サルのT借は,ほぼpsAとパラレルな変
動を示した.季節発情サルの発情期 (10-2月)と非発
情期 (3-9月)のPSAとTを比較した場合,両者とも
発情期の方が非発情期より有意に高い値を示した.
季節発情サル 3頭の内,メスのケージが両サイド
に位田する1頭のT値は他2頭の約2倍高く,PSA活
性も高い傾向を示した.また.そのPSA活性はメスの
月経血観察日に連動して高くなる傾向が認められた.
3-2霊長類の各種の組緑の加齢変化
東野義之,東野勢津子 (奈良県立医科大 ･第
-解剖)
心臓の加齢変化を明らかにするため,生後10日か
ら33歳までの30頭のアカゲザルと日本ザルの心臓弁
と心臓壁 (主に心筋)の元素含丑の加齢変化をプラズ
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